
Page 1 0fl

2006年度 基礎統計 学期末試験問題 (7月 21日 実施、担当倉田博史 )

注意事項1

1.電車のみ持込●r:関数電車も認めるが,関数言「算機能やプ奮グラミング機能を用いてはならない.

2=自 然対数の底εが必要なときは、F=2,7で計算のこと。(あ るいはこ=3と してもよい,)

3.解答に至るプロセスtl記述すること.

4計算過程で小微が寝れた場合は適当に国捨五入してよい。

5.数表は本買と裏頁にある。

闘 1.以下の各間に答えよ。

(1)出生男児の体重は、平均 3.2 kg、 標準編差住4 kgの正規分布に従うとする。1人の出生男児を無作為

に選ぶとき、『2.7 kg以 上3.7 kg以下」となる確率を求めよ。

(2)出生男児の体重|ま 、平均 3,2 kg、 標準偏差 0.4 kgの正規分布に従うとする.10人の機生男児を無作

為に選ぶとき、16人の体重の平均が 3.馬 kg以下となる確率を求めよ。

(3)あ る都市において全体の 0,057oの住民があるウイルスに感染していることが知られている。そのウイ

ルスについて新しい診断法が開発されたとする。その診断法は感染者の99,370を正機に検出するが,非

感染者の0.協を談つて(感染者であると}判断する.こ の都市の住民1名 を横査したところウイルス

が検出された。この人が実際に感染者である確率は幾ら力、

(4)上問 (3)で導かれた結果についてコメントせよぅ

F・12。 ある企業のシヤンプーはその霜客の7割が20代女性であつた。この割合に変化があるとマーケティ

ング戦略を変える必要がある。最近の調査で瀬客000人について鋼人たところ20代女性は300人であつ

た。割合に変化があつたと考えられるか.

問3.ある溶腋は 11剣 当り平均3個のパクテリアを含む。この溶液 1"ぽ 中のパクテリアの数はPoi鰤o■ 分

布に従うと仮定して次の確率を求めよ.

(1)1"Jの溶液を採取したとき、その中:こ 4懐以上のパクテリアが含まれる確乳

(2)レJの溶液を2回採取したとき、どちらにもパタテリアが含まれない確乳

(3〕 1,」 の溶校を3日採取したとき、3回のうち2回に少なくとも1個のパクテリアが含まれる確乳

r984.タイヤメーカ‐が新製品のタイヤを装著したときの停止距離について欄べるため,時速 100kmでブレー

キを踏んだときの停止距離を計測したとする。計測:ま晴天時と蒻天時にそれぞれ 14回と10日行われたとする.

計灘された値を晴天時 Xl,.。
"Xt4、

雨天時 yl,… .,yl。 と表九 晴天時の標本平均i=豊 Σttl為 =4,1.2

(al)、 標本不偏分散●:=響躊 E進1(為 ―■)'=4.2、 雨天時の標本平均
『

=島Σ胆lX=49,6(m)、 標

本不偏分散 4■ 響≒
=ニ

ュ{鶴 -7)2=6.4であつた。晴天時、雨天時の停lL距離はそれぞれ正規母集団

JV{μ l,罐 )、
″(142,σ3)からの無作為標本と仮定出来るものとする。以下の各F・7に答えよ。計算過程で適当

に国捨五入してよしヽ

(1)晴天時の母平均μlに関する信頼係数 0.95の信頼区間を作れ.

(7}晴天時の母分散σ:に関する信頼係数|.95の信頼区間を作れ,

(二}母分散は等しい (σ:鼻 罐)ものとして、母平均の差μ2~μ lに関する憾親係数 |.馬 の信頼区間を作れ.


